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Ａ．研究目的 

 我が国の成人女性のうち、国民健康・栄

養調査によると約 1 割がやせに分類される。

日本は経済的に豊かでありながら、成人女

性の「やせ」の比率が高いという、世界で

も特異な国の一つであり、その傾向は特に

若年女性で顕著であることが報告されてい

る 1)。体質的やせ、または適切な運動と食

事により除脂肪量が維持されたスリムな人

のように、健康上の問題が少ないやせがあ

る一方、健康的な食生活や運動の観点なし

に、摂取エネルギー量や体重のみに着目し、

絶食や偏った食事によって減量したやせも

ある。後者のタイプのやせの健康上の課題

としては、やせにより基礎代謝量の低下 2)、

月経異常 3)、骨への悪影響 4)、エネルギー低

回転型に伴う筋肉の質・量の低下 5)が挙げ

られており、栄養上の課題としては、食事

量の減少によるエネルギー摂取量や各栄養

素の摂取量の減少（国民健康・栄養調査）、

自律神経活動レベルの低下 6)が挙げられて

いる。また、やせは将来の骨粗鬆症リスク

増につながる骨量減少 7)や将来の生活習慣

病リスク増につながる低出生体重児出産の

リスク等（Developmental Origins of Health 

and Disease, DOHaD仮説）とも関連がある

ことが示されていることから、早急に解決

すべき問題である。これまで若年女性のや

研究要旨 

 やせ体型および標準体型の女性を対象に、生理 4サイクルのモニタリング調査を実施

することで、意識、生活習慣、生体情報が体格および健康状態にどのように関係してい

るかを明らかにすることを目的とした。現時点でやせ体型 15名、標準体型 17名の計測

を開始しており、そのうち標準体型 3 名が計測を終了、6 月中に標準体型 5 名が計測終

了見込みである。 
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せを防ぐために、様々な取り組みがなされ

ているが、若年女性のやせの割合は減少し

ていない。 

 そこで、やせおよび標準体型の女子大学

生を対象に、日常生活下で月経周期 4サイ

クルにわたって心理・生理学的指標をモニ

タリングすることで、個々の背景情報（意

識や生活習慣）や生体情報が体格および月

経を含む健康にどのように関係しているか

を明らかにすることを目的とする。長期モ

ニタリングを行うことにより、月経周期に

関連する心身の不調を定量化でき、痩身傾

向が月経周期に与える悪影響を明らかにし、

最終的にはウェアラブルセンサを活用した

女性の健康支援を実現できると考えている。 

 

Ｂ．研究方法 

 研究対象者の募集は、参加の有無で成績

等への影響はないことを募集用ポスターに

明示し、広島大学の授業や掲示板等で自由

意思による公募を行う（事前測定で摂食障

害のリスクを EAT-26の質問紙を用いて確

認し、リスクが高い人は研究対象外とする）。 

 周期性があるものに関しては、1サイク

ルだけで周期性を推定することが難しいた

め、月経周期 4サイクルにわたり、心理・

生理学的指標のモニタリングを行う（図 1）。

図 2に各項目に関する計測の必要性につい

て記載しており、本研究の主要評価項目は

月経周期に伴う心拍数の変動（自律神経活

動の評価を含む）、副次評価項目は月経周期

に伴う尿中代謝産物（尿メタボローム解析）、

摂取エネルギー量と栄養素の評価（栄養価

計算）、睡眠の質（簡易脳波測定および主観

的質問紙）である。 

 二重標識水法は、水素と酸素に安定同位

体を標識した水を摂取することで、自由生

活下における約 2週間の総エネルギー消費

量を推定する手法であるが、本研究では黄

体期と卵胞期にそれぞれ二重標識水を摂取

させることで、各期における総エネルギー

消費量の推定とエネルギー摂取量の推定を

行い、現場の栄養指導等に活用できるデー

タを得る（現在、倫理委員会に修正書類を

提出中）。 

 

（倫理面への配慮） 

 広島大学疫学研究倫理審査委員会の承認

を経た（研究課題名：若年女性の生活習慣

と体格および月経を含む健康との関係－モ

ニタリング調査－、許可番号：E2022-0123）。

UMIN 試験 ID「UMIN000049875」。 

 

Ｃ．研究結果 

1．参加状況 

 やせ体型 15名、標準体型 21名を対象に、

生理 4サイクルのモニタリング調査を実施

中（表 1と表 2）。現時点で標準体型 6名が

計測終了。夏頃までに標準体型 1名とやせ

体型 1名の測定を開始する予定。 

 

2．主な実施状況 

 月経中の採血は 33 名終了。75g経口糖負

荷試験は 18名終了。二重標識水によるエネ

ルギー消費量の推定は 3名終了。体力測定

は 18名終了。DXA 測定は 6名終了。卵胞

期と黄体期の簡易脳波計による睡眠時脳波

測定は 13名、持続血糖・連続体温測定は 8

名終了。月経 2サイクルの睡眠マット・照

度計測定は 13名終了。尿中のナトリウム/

カリウム比率・窒素・アシルカルニチン濃

度は、延べ 21本（3 時点/人）測定終了。 
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Ｄ．考察 

 測定が終わり次第、考察する。 

 

Ｅ．結論 

 測定が終わり次第、考察する。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 特筆すべき情報はない。 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

 該当なし。 

 

 2.  学会発表 

 該当なし。 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 1.  特許取得 

 該当なし。 

 

 2.  実用新案登録 

 該当なし。 

 

 3.  その他 

 該当なし。 
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卵胞期測定＠A117室／自宅

（月経終了後5日以内）

・体組成

・食事記録（写真撮影、2日間）・・・採尿③

毎日測定

・心拍（ブラまたはベルト）

・活動量（腰部装着）

・基礎体温

・体重

・生活記録①

・生活記録②

ベースライン測定＠A117室
（月経中、１回のみ）

・採血

黄体期測定＠A117室／自宅

（月経開始から20日程度）

・採血

・体組成

・食事記録（写真撮影、 2日間） ・・・採尿④

・睡眠に関する質問紙

・月経随伴症状に関する質問紙

事前測定＠A117室

・体組成（TANITA）

・EAT-26（質問紙）

⇓

事前調査＠自宅（Web）

・食事記録（写真撮影、2日間）

・朝型夜型質問紙

・世界標準化身体活動質問票

・理想の体重・体組成

・食生活・生活リズム

・月経に関する質問紙

・ピッツバーグ睡眠質問票

1日目 28日目14日目

卵胞期 黄体期排卵期

月経
卵胞期測定 黄体期測定

×4サイクル

事前測定

黄体期

ベースライン測定

都合の良いタイミング＠A116室／県立広島大学

・75g経口糖負荷試験

・二重標識水（DLW）

・握力

・垂直ジャンプ

・イス立ち上がりテスト

・DXA測定

採尿（早朝空腹時）＠自宅
※尿は自宅の冷凍庫に保管し、来研時
に持参して下さい

・月経開始2日目（①）

・月経開始6日目（②）

・月経開始10日目（③）

・黄体期で最も体調がよい日（④）

卵胞期・黄体期に
来研する際、持参
すること！ 朝食を食べずに8:00に来研して下さい 朝食を食べずに8:00に来研して

下さい

朝食を食べずに来研
※8:00～9:00に来研して下さい

約10分
※8:30～17:00に
来研して下さい

Webで
回答

※朝食を食べ
ずに8:00に来
研して下さい

県立広島大学＠三原キャンパスへ計測に

卵胞期・黄体期各1回＠自宅
（4サイクル測定のうち、都合の良い時に実施）

・持続血糖測定（2日間）

・連続体温測定（2日間）

・簡易脳波計（2日間）

約2時間で計測終了

約4時間で計測終了

☆青枠は研究中1回のみ

☆赤枠は研究中に行うこと

1か月ごとにデータ送ること

卵胞期と黄体期 2サイクル＠自宅

・睡眠マット

・照度計
測定機器貸出

※食事記録を
行う日に実施

睡眠マットと同時期

起床直後に記入

日中または就寝前に記入

起床直後に計測

 

図 1．実験プロトコル  
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図 2．各項目に関する計測の必要性 
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表 1．やせ体型のモニタリング進捗状況 
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×
脳
波
測
定
（
卵
胞
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
〇

〇
×

×
×

×
×

×
×

×
脳
波
測
定
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
×

×
×

×
×

×
×

×
持
続
血
糖
・
体
温
測
定
（
卵
胞
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
×

×
×

〇
×

×
×

×
×

×
×

×
持
続
血
糖
・
体
温
測
定
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
経
口
糖
負
荷
試
験

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
〇

×
×

×
×

×
×

×
体
力
測
定

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
〇

×
×

×
×

×
×

×
安
静
時
代
謝
測
定

×
×

×
〇

×
×

〇
×

〇
×

〇
×

×
×

〇
×

×
×

×
×

×
二
重
標
識
水

×
〇

×
×

〇
×

〇
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
D
X
A

×
〇

×
×

〇
×

〇
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
採
尿
①

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
採
尿
②

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

体
組
成
測
定
（
卵
胞
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
食
事
記
録
（
卵
胞
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
×

〇
×

〇
×

〇
採
尿
③

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
〇

採
血
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

体
組
成
測
定
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

食
事
記
録
（
黄
体
期
）

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
×

×
×

〇
×

採
尿
④

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

W
e
b調
査
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
〇

採
尿
①

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

採
尿
②

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

体
組
成
測
定
（
卵
胞
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
食
事
記
録
（
卵
胞
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
×

〇
×

×
×

〇
〇

採
尿
③

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

採
血
（
黄
体
期
）

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
体
組
成
測
定
（
黄
体
期
）

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
食
事
記
録
（
黄
体
期
）

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

×
×

〇
×

〇
採
尿
④

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

W
e
b調
査
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

採
尿
①

〇
〇

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
採
尿
②

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

体
組
成
測
定
（
卵
胞
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
食
事
記
録
（
卵
胞
期
）

×
〇

〇
〇

〇
〇

〇
×

〇
採
尿
③

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

採
血
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
体
組
成
測
定
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
食
事
記
録
（
黄
体
期
）

×
×

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
採
尿
④

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

W
e
b調
査
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
採
尿
①

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

採
尿
②

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

体
組
成
測
定
（
卵
胞
期
）

〇
〇

〇
〇

×
〇

〇
〇

〇
〇

食
事
記
録
（
卵
胞
期
）

〇
×

〇
〇

〇
〇

〇
採
尿
③

〇
〇

〇
〇

〇
〇

採
血
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

体
組
成
測
定
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

食
事
記
録
（
黄
体
期
）

×
〇

〇
〇

〇
〇

採
尿
④

〇
〇

〇
〇

〇
〇

W
e
b調
査
（
黄
体
期
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

月
経
4
サ
イ

ク
ル

事
前
調
査

1
回
実
施

月
経
1
サ
イ

ク
ル

月
経
2
サ
イ

ク
ル

月
経
3
サ
イ

ク
ル

表 2．標準体型のモニタリング進捗状況 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


